
学校法人織田学園　おだ認定こども園

　・自己肯定感の持てる子どもに「元気でたくましい子」「自分や人を大切に思える子」「感性豊かな子」

3．自己評価結果とそれに対する学校関係者評価結果

評価：A ･･･達成できている/B･･･ほぼ達成できている/C･･･あまり達成できていない/D･･･達成できていない

自己評価

園

AAAB
A

月２回の園庭開放や健康相談を行ったが、参加人数を考え
ると充実した内容には至らなかった。

ABBC
B

学童交流など年度当初に計画したものの中止になるものが
多かった。担当者間で連絡を取って情報交換を行うことで理
解を図った。

BCCC
C

地域で計画された行事に参加する立ち位置ではなく、園から
積極的に地域に出向くことが、人とのつながりの育ちにもつな
がる。園としてできることを計画したり学年ごとに提案していき
たい。

AAAB
A

月２回のアダプト活動を行った。清掃や花壇づくりは、児童と
共に行う事もあり、近隣住民からの声掛けもいただいていた。

第
三
者
評
価

AAAA
A

今年度　第三者評価受審
フィードバックがあがった。講評終了。改善が望まれる点とし
て
「更なる労働環境の向上」「支援が必要な児童に対しての長
期的な取り組み」「保護者のニーズを考慮した新しい行事づく
り」があがった。

・園の現状をわかりやすく説明いただいた。
・教育方針や事業の取り組みなどを聞く良い機会となった。

・赤ちゃん食堂など,保護者のニーズにあわせて実施していたので良かっ
た。
・赤ちゃん食堂の企画や作品展などの行事公開、園庭開放などコロナ禍の
中
　でも工夫して行っていた。
・作品展の公開や遊歩道からも園児の様子がよくみえる。
・赤ちゃん食堂は、児童館利用の保護者からも話題が出ていて好評だった。
　継続を希望する。

・教職員の交流が増えれば、学びの連続性が図れるのではないか。
　特別支援が　必要な児童の早期発見は大きく評価できる。
・コロナ禍で計画はほぼ中止となり、交流はできなかったが、連絡を取り合
いな　がら情報交換を行い、相互理解につとめていた。
・近隣の小学校児童館とのつながりは自然に行われていた。
・交流は難しかったが、年長児の入学にむけた指導や準備は保育見学で感
じられた。

・コロナ禍で中止や規模縮小となった行事も多いが、地域の方との交流は
もっと　できたのではないかと思う。
・青少協での情報提供で様子は伝わっているが、夏祭りの中止など地域の
行事そのものが少なかったので評価が難しい。
・コロナ禍で、どの施設も閉塞的だった。
・今年度は感染症対策のため、行事も縮小されて積極的な参加は無理だっ
た。児童館のお便りや行事のポスター掲示などのPRの協力があった。

意見

学校関係者評価委員会

2022年度　学校評価委員会

令和5年3月

1．教育方針・教育目標

2．教育理念

　・豊かな生活体験を通して、自我の育ちを助長し「生きる力の基礎」となる「心情」「意欲」「態度」を培う

　・おだは３つのたくましさを育てます「体のたくましさ」「心のたくましさ」「人と繋がるたくましさ」

地
域
と
の
連
携

近隣遊歩道の清掃（アダプト会）

・綺麗な花々を年間通して楽しませていただいた。花の名札があると嬉し
い。
・いつもきれいにしている。
・地域のお散歩コースとして、きれいにしている。

第三者評価受審の実施

評
価
対
象

園開放の充実を図る

近隣小学校との交流を図り、相互理解に努める

地域の行事に積極的に参加する

評価項目 評価


